
平成２８年度 学校評価（中間評価）  

本年度の

重点目標  

○児童生徒の主体的な活動の推進及びその指導法の改善  

○保護者や関係機関との連携に基づく教育の充実  

○地域のセンター的機能の拡充  

項目

担当  重 点 目 標  具 体 的 方 策  中 間 評 価  

総務  

・見やすい学校だより  

・スクールキャラクターの活用  

・必要な情報を吟味し、紙面割りを考える。  

  

・職員が使用する名札や名刺、学校から配信される文書に掲載しても

らう。  

・利用しやすいスクールキャラクターのイラスト集を作る。  

・105 号からレイアウトを横書きにした。職員から

レイアウト、内容などについての意見を集約し、

106 号より内容を検討して作成している。  
・新年度転任者・管理職には、スクールキャラクタ

ーが印刷された名札を配付した。学校だより、

ＨＰ、案内文などに掲載している。また、授業

などでも活用されており、広く浸透してきた。

現在、職員からの要望により 7 パターンのデザ

インがある。保存場所、形式を整え、活用しや

すいようにした。  

教務  

・個別の指導計画を生かした支援

の充実  

  

  

  

・教材、教具等の有効活用  

・適切な指導目標の設定に生かしたり、効果的な手だてを考えたり

するための方策を考える。今年度は、個別の指導計画に自立活動

の内容（6 区分 26 項目）を書き加え、職員間で確認することで、

目標や手だての共通理解を図る。  

  

・教材プリントデータの更新や教材室の整理整頓を定期的に行い、

活用の充実につなげる。  

・個別の指導計画に自立活動の内容（6 区分 26 項

目）を記入するとともに、学年ごとに目標や手だ

てをまとめたものを作成したことで、学年や関係

職員で共通理解を図ることができた。さらに指導

や次年度への引継ぎに生かしていけるよう活用を

促していく。  

・年度当初に、全職員へ自作教材プリントのデータ

保存を依頼し、教科領域会や教務部でデータ整理

を行った。 

今後、学校ＨＰへのデータ更新を行う予定であ

る。また、教材室の定期的な整理整頓を呼びかけ

た。より分かりやすい配置に心がけ、教材・教具

の有効活用を進める。  

生徒指

導  

・安全な通学環境の整備  

  

  

・基本的生活習慣の定着  

  

・防災体制の充実  

  

・ＳＢ６コースの安全管理、運行の適正化に努める。（緊急時の対

応、経路・ダイヤの調整）  

・自力通学生の通学経路の把握と交通安全指導を徹底し、事故防止に

努める。  

・あいさつの習慣、身だしなみの意識、持ち物を管理する力を高

め、好ましい生活習慣の定着を図る。  

・マニュアル及び訓練により、災害時の職員の対応、役割を周知す

る。  

・防災物品、備蓄食糧の管理及び整備を進める。  

・一学期の運行状況を確認し、一部のコースの運行

ダイヤの調整を行った。  

・登下校時の交通安全指導を定期的に実施し、通学

中の事故発生件数が減少した。（２件）  

・生徒会、執行委員会を中心にあいさつ運動を進め

ている。  

・職員の訓練等の繰り返しで防災の意識が高まって

いる。  

進路指

導  

・小学部から高等部までの組織

的、系統的なキャリア教育の推

進と充実  

  

  

・職員の進路指導における専門性

の向上  

・進路講話会等を開催し、保護者の意識を高める。  

・関係分掌と連携し、児童生徒の抱える課題に応じて、個別支援会

議を開催し、地域につなげられるよう努める。  

  

・職員向けの現職研修や進路講座等を充実させ、進路情報を積極的

に提供する。  

・保護者向けの進路講話会として、外部講師（福祉

施設）による講話を二回実施した。  

・地域支援部と連携し、地域の相談機関を交えて情

報交換や個別支援会議を実施し、個に応じた進路

指導を実施している。  

・外部講師（企業）による職員向け現職研修を行っ

た。  

保健体

育  

・児童生徒の健康づくりの推進  

・安全な環境整備  

  

  

・保健室経営の充実を図り、学校保健活動の中心としての役割を果た

す。  

・緊急対応訓練をとおして職員の安全意識を高め、職員間の連携を図

る。  

・日々の活動を通じて児童生徒の健康の保持増進を図る。  

・教育活動全体をとおして食育指導などによって好ましい食習慣を形

成する。  

・現職研修を活用し、学校保健の情報発信を図って

いる。  

・心肺蘇生手順のＤＶＤを全教職員で視聴・共通理

解し、安全意識の向上を図った。  

・児童生徒の健康観察を充実し、健康状態を把握す

ることができている。  

・食に関する指導全体計画を各部の実態に合った内

容に検討し、有効活用できるように見直しを進め

ている。  

  

研修  

・職員の専門性と指導力の向上  ・現職研修の充実を図る。  

  

  

  

・全校研究の活用を図る。  

・救護救急法では、校内の AED の現物確認を、ま

た、保健に関する講習会では、食物アレルギーや

嘔吐物の処理についての講義を新たに行ったこと

により、児童生徒の安全に対する意識をより高め

ることができた。  

・各グループでは、本年度の授業実践を終え、３年

間の研究のまとめの段階に入った。今後は、実態

把握のためのチェックリストの利活用を継続し、

手立てや指導をより丁寧に行えるように啓発して

いきたい。また、適切な自立活動のねらいを指導

者間で共有するため、学年会やケース会等の活用

を提案していきたい。  



視聴

覚  

・視聴覚機器の有効利用の推進  

  

・図書室の円滑な運営および、児

童生徒の利用促進  

・視聴覚準備室や機器を使いやすく整備する。  

・普通教室用視聴覚機器（CD ラジカセ、液晶テレビ等）の更新。  

・利用しやすい図書室を目指した環境整備。  

・図書の紛失防止に努め、貸出･返却方法の周知徹底を図る。  

・大型テレビに設置した各機器の電源コードを 1本

のケーブルに集約し、使用者がスムーズに扱える

ようにした。  

・普通教室用の CD ラジカセの更新を進めた。  

・図書室の利用促進と利便性を図る目的で、移動図

書室の試行を企画した。実施後の反省を踏まえ

て、次年度以降の本格実施に向けて準備したい。  

・本の取り扱いや貸出し、返却など、図書室の利用

方法についてのビデオを作成し、読書週間に合わ

せて DVD や PC での閲覧ができるようにした。  

  

情報  

・教員の情報活用技能およびセキ

ュリティ意識の向上  

・情報モラルの教育の充実  

  

・校内情報化推進のための情報管

理及び活用に対する先導と分掌間

の連携  

・日常的なサポートとともに、夏季休業中に情報機器活用講座を開催

する。教員のセキュリティ意識を高めるために、資料提供などの啓

発に努める。  

・情報モラル教育について、担任や学年、生徒指導部等との連携を密

にして進めていく。  

・他分掌等と連携して、タブレット端末の研究と有効利用を進める。  

・夏季休業中に、校内の情報機器活用講座を開催し

た。  
・情報モラルアンケートを、中学部と高等部の保護

者および高等部生徒に実施した。担任や学年と連

携して、アンケートの結果を、個別懇談に活用し

た。  
・自立活動部と連携して、タブレット端末の研修会

を行った。  

地域支

援  

・特別支援教育のセンター的機能

の充実  

  

・校内の児童生徒に対しての支援

体制の整備  

・夏季研修会を実施し、児童生徒を支援する際に必要な知識や情報、

障害特性に応じた支援方法等を提供する。  

  

・必要に応じて個別支援会議を開催し、関係機関等との連携を図ると

ともに、児童生徒が必要とする支援体制等を検討する。  

・職員が講師となり、応用行動分析の考え方を用い

た研修を８月に実施した。小中学校の特別支援学

級担任や特別支援教育コーディネーターの参加が

多くあった。  

・地域での支援が必要な生徒については、学年主任

や進路指導部と連携して定期的に個別支援会議を

開き、支援体制等の確認を行うシステムができて

きた。  

自立活

動  

・学習指導支援の検討及び整理  

  

・教材・教具等の有効活用  

  

・指導場面ごとの手引きを作成し、職員の共通認識のもとで指導がで

きるようにする。手引きに名称を定め、全職員に周知する。  

・既存の教材・教具を再整備し、使いやすい環境を整える。また、新

たな教材の開発を行い有効活用につなげる。  

・教科領域会（日常生活の指導）と連携して着替え

の指導の手引きを作成している。年度末に校内に

周知できるようにする。  

・既存の教材教具の整理及び修理を行った。新規購

入した教材を部会等で紹介し利用の促進に努め

た。また、簡単な手作り教材を作製し、校内で貸

し出す準備を進めている。  

小学

部  
・基本的な生活習慣や日常生活に

おける基本的な力の育成  

・身辺処理を中心とした日常生活の基本的な力を基礎から見直す。  

・安全な生活環境の整備や個の実態に応じた支援を充実させること

で、けがや事故等のない安全で健康な生活を送れるようにする。  

  

・自立活動の視点を取り入れた授業実践を職員間で共通理解して行

い、部全体で自立活動の指導についての意識を高める。  

・低学年を中心にカードや手順表等を使用して、身

辺処理を中心とした日常生活の基本的な力の向上

に向けての支援が充実してきている。  

・中高学年を中心に、移動時は手をつなぐ、廊下は

走らない等のルールを学校生活全般で徹底してお

り校内でのけががない状況である。  

・自立活動の視点を取り入れた授業実践を行ったこ

とで、学年内での共通理解が深まった。朝の会や

休み時間に自立課題を取り入れる学級も増えてき

た。  

中学

部  

・生徒全員が「分かった」「でき

た」と感じられる授業を創り、

笑顔あふれる中学部をめざす。  

・ＵＤの視点から補助具を開発したり、環境を整えたりして生徒自身

が課題を理解し、落ち着いて取り組めるようにする。  
・様々な授業場面において ICT 機器の利活用や写

真・イラストを積極的に用い、生徒への「分かり

やすさ」に配慮した学習を展開している。  
・中学部集会で「ありがとうチャンピオン」とし

て、みんなのために積極的に活動した生徒を表彰

したり、近隣の公園に出向き校外での販売実習を

展開したりするなど、生徒が他者に認められる活

動を取り入れることで、自己肯定感が高まり、笑

顔で過ごす姿が目立つようになった。  

高等

部  

・自立と社会参加のための力の育

成  
・卒業後の生活を見据え、自立活動の視点で生徒一人一人の適性にあ

った指導を行う。  

  

  

  

・学校生活の様々な行事を通して、基本的生活習慣の確立など、社会

生活を営む上で必要な力を身につける。  

・朝の会の時間などを利用して個別課題に取り組む

など卒業後の生活にいかすことができる障害特性

に応じた支援を行ったり、環境を整えたりするこ

とで、できることが増えたり、落ち着いて学校生

活を送ることができたりする生徒が増えてきた。  

・修学旅行や宿泊学習などの泊を伴う行事や運動会

などの学校行事を経験し、仲間を思いやり、協力

して学校生活を送ることができるようになってき

ている。特に、産業現場等における実習・校内実

習での経験を通して挨拶・返事・報告などの働く

上で必要となる態度が身につきつつある。  

学校関係者評価を実施する

主な項目  

・安全で気持ちの良い学習環境の整備  

・自立活動の視点でせまる一人一人を大切にした授業展開  



  


